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１．５　音楽ソフトウエアの概要

  パソコンの普及とともに音楽ソフトウエアは各社より盛んに発売されている。ここでは

数多い中から特徴的なものを取り上げることとする。

１）ピアノ練習ソフト

各社からピアノが弾けない人の為の練習ソフトが発売されている。例えば“ミラクルソ
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フトウェア”は、パソコンにキーボードを接続して起動するとバーチャルピアノ学校があ

らわれ、図 1－11の様なレッスンが受けられる。そして、演奏内容は自動評価されて不得

意なフレーズがあると、それを克服する練習問題を作り出してくれる。

図 1－11ミラクルソフトウェア

２）オートスコア

声やアコースティク楽器の単音の演奏音をパソコンマイクに入力すると、リアルタイム

で音の高さ（Note）音の強さ（Velocity）音のゆれ（Pitch bend）のMIDIデータに変換

する“オートスコア”という米国のソフトがある。又、富士通もリコーダをマイクの前で

演奏すると、楽譜が画面にリアルタイムで表示されたり、記録されたメロディーを再生・

編集することにより作曲が出来るソフトウエアを発売している。

最近は歌声を入力するとメロディーデータが作成でき、更に「明るく」「ジャズ風に」

等曲のスタイルを選べば、自動編曲機能により伴奏も簡単に作成するシステムも登場して

いる。

  

３）ドレミキャンバス

富士通は楽器は勿論のこと、動物の鳴声、乗物の音、生活の中の音、自然の音等に対応

させたアイコンをマウスで貼り付けながら曲作りを楽しむドレミキャンバスを開発してい

る。

４）ミュージカルワールド

　NECの“ピッコロ博士のミュージカルワールド”は、パソコン上にシンフォニーホール、

ジャズクラブ、図書館等音楽関係のバーチャルタウンが構成されているもの。

この他に作曲、編曲、楽譜作成、楽譜→MIDI データ変換等音楽に関するソフトウェア

に関してはいろいろ挙げればきりがない。
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実験的にも種々の興味深い試みが行なわれている。

例えば、演奏を音として捕らえて楽譜化する自動採譜も試みられている。これも電子楽

器音を採譜化するのは割合いうまくいくが、アコースティクな楽器であると、単一楽器の

ポリフォニーが実用レベルといわれている。12)

又、市販の楽譜の読み取り入力に対して演奏者のニュアンスを加えるピアノ自動演奏シ

ステムを構築する動きもある。単に楽譜入力を再生するだけでは演奏者のニュアンスが再

現出来ずに面白味の欠けた演奏となるので、プロの演奏から感性情報を抽出してデータベ

ース化して利用しようとするものである。13)

１．６　米国におけるマルチメディアと楽器

1997年 1月 15日より 1週間程、東京楽器小売商組合のツアーに同行して米国ロサンゼ

ルス近郊のアナハイムで開催された－THE INTERNATIONAL MUSIC MARKET－

1997 NAMM MUSIC ＆ SOUND EXPO.（以下NAMMショー）を取材し、米国楽器業

界におけるマルチメディア関連を調査した。

米国における楽器ショーの規模は、それこそ日本のビッグサイト等で開催される情報関

連のショーと同様の規模である。NAMM ショーは米国の楽器小売商が中心となって開催

するもので、フリーの見学者も多いが、ディーラが主体となっている。

ショーの様子を写真 1－1 に示す。展示ではアコースティク・エレクトロニックに限ら

ずギターが多く、続いてドラム或いはアンプの展示が多いことが目立った。ギターとアン

プで米国楽器小売販売高の 20％といわれ、さすがにカントリーウエスタン、ポップ、ロッ

クミュージックの本場という印象を深くする。

写真 1－1 NAMMショーの様子
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その一方、写真 1－2 に示す様にアーレン社の世界最初のデジタル方式電子オルガンの

試作品が展示してあったりして、間口の広さを感じさせる。この試作品の出現が、今日世

界で売られているデジタル楽器の殆どに影響を与えたことを思うと感慨深い。

        写真 1－2世界最初のデジタル方式         写真 1－3“OptiMusic”

                 電子オルガンの試作品

マルチメディア関連の楽器コーナは、日本における相応のショーと比較しても規模的に

は余り違いはない。そして、前節で取り上げた“オートスコア”等米国で開発された主な

ものは既に日本で発売されている。

特徴のあるものを以下に記す。

１）インターラクティブ楽器“OptiMusic”

写真 1－3に示す“OptiMusic”は、手や体で光線を遮ると、それがトリガーとなってリ

ズムや音楽をMIDIデータで制御する。（American DJ Supply,Inc.社）

インターラクティブ光ユニット及び光－MIDI コントローラで商品構成されており、こ

の手のものは日本では実験的なコンピュータミュージックの世界でのパフォーマンスの一

環として利用されている段階である。

２）譜面作成システム“Sibelius 7”

図 1－12に縮小して示したが、譜面作成システム等には、日本ではお目に掛れない様な

五線が 40 段以上もあるオーケストラ・フルスコアの精細なものを作成するプロ用システ

ム“Sibelius 7”（music processing expert system社）等が目立つ。
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図 1－12“Sibelius　7”の譜面作成例
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３）遠隔地間即興演奏“PHONE JAM”

電話回線を利用してジャムセッションを行なおうとする図1－13の様なシステムもある。

このシステムは、受話器を取らないでも“PHONE JAM”が電話と楽器等とのインターフ

ェイスとなり、遠隔地の人と即興演奏を楽しもうというものである。サウンドシステムに

つなげば相手から送信されてくる音や、バンド全体の音を聴くことが出来る。（MEDIA

Mation社）

第 2章で詳記するが、現在のインターネットがリアルタイム性に欠けることもあって、

インターラクティブな演奏が今現在無理なことを考えれば“PHONE  JAM”等は存在価

値があるといえる。

図 1－13“PHONE JAM”

ところで、NAMMショーの会場付近の住宅街を散策すると、写真 1－4の様にパラボラ

アンテナが目に付く。大きな建物は幼稚園であるがアンテナがそびえている。通信コミュ

ニケーションが一般レベルまで浸透していることを窺わせる。

写真 1－4 NAMMショーの会場付近の住宅街
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